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【現地】

「Mg-Day in TOKYO Ⅳ」（於：「東北大学東京オフィス」
https://www.bureau.tohoku.ac.jp/somu/tokyo/index.html ）

https://www.bureau.tohoku.ac.jp/somu/tokyo/index.html


循環社会推進協議会（於：東北大学東京オフィス）



⾮接触で被加熱物を直接加熱
熱損失が少なく熱効率が良い

急速加熱・⾼温加熱・局所加熱が可能
精度の⾼い温度制御が可能
装置がコンパクト

循環社会推進協議会（於：東北大学東京オフィス）



製錬部会 活動内容

誘導加熱

回収できたMg

反応管︓φ38×φ30×L600

保持温度︓約1200℃
昇温時間︓数分
保持時間︓数時間

真空ポンプ

Mg回収部

循環社会推進協議会（於：東北大学東京オフィス）
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製錬部会 活動内容

誘導加熱

保持温度︓約1200℃
昇温時間︓数分
保持時間︓数時間

真空ポンプ

Mg回収部

反応管︓φ89.1×φ78.1×L600

回収できたMg

循環社会推進協議会（於：東北大学東京オフィス）



2024年度の取り組み

・収率UP
⇒原料(成分、混合、形状、前処理)、真空度、処理温度/時間など

・加熱効率UP
⇒反応管形状、昇温＆処理時間短縮、遮蔽板、断熱、廃熱利⽤など

製錬部会 活動内容

シミュレーション
温度分布(例)

循環社会推進協議会（於：東北大学東京オフィス）

加熱コイル 断熱材

実測

計算値

内径Φ78の反応管での試験結果+シミュレーション
⇒Mg回収量︓10kgレベルの装置構想を進める



今後の展望
電⼒コストの課題⇒海洋深層⽔発電、⾵⼒発電等の再⽣エネ電⼒の利⽤推進

循環社会推進協議会（於：東北大学東京オフィス）

⾼周波加熱を⽤いたグリーン
ピジョン法によるMg製錬装置


